
都市近軌こおける糞尿処理利用に関する試験  

簸糞の乾晩処理法に関する試験  

殿内正芳 清水明良 包下光男  

〔、軸便槽の成績〕  

1、目的   

現在知嚢の処理についてほ、乾陳処理法が   

多く行なわれ、その過程把おける脱臭法服焦   

点をしぼり施設および処理法の改番が挺討さ  

れている。LかL41年彦の調査から、弘糞  

の性状が壌墳の浄化と処理の難易に多大の紆  

啓を与え、とくに軟便の取り扱いが処理能率  

の良し悪Lを左右する大きな豪件となってい  

ることがわかった。都下の表毎鹿家の、緑舎  

構造（飼養型態）と環境髄麿準よって、夏季   

における飼姜型態として、毅境衛生上もつと  

もすぐれているのは、平飼いであるが、ケー  

ジ飼琴でも毎日糞便処理をすれば問題ほ少な  

い、数日繭堆積しておくこと托よって、水分  

含有率70％前後の槌糞でも次第に泥状化し  

流出するようになるので、その前に処理すろ   

ことが必賓であ．る。  

また、火力乾燥も媛の臭気については脱臭  

差値（農研式ソイルアイルター）が劾臭をあ   

げているが、装置を操作する際に発生する臭   

熟ま消臭されずLかも堆横間酔の換りの期庭   

あるときその臭気はもつとも戦い、軟便の泥  

状化と髄酵がこのように臭気を強くし、火力  

乾蜘なも困難にし、きらに昆虫の発生をひき  

おこLて環境衛生上慈影啓をおよばす結果忙  

なっている。ケープ型態の誘発形式を主とす   

る都下主達矢♭沖こあっては、とく灯軟便対策が主  

璽な辣腕であるので本年度から掛粗された軟  

便の硬化法を追求し、乾燥処理法またほ焼却  

処理法の効率の向上を図るために本試験を爽  

一施する。   

2、方法  

排椚吐きれた巌焚の含水率により、混合材科  

を、稲わら、鋸屑、乾燥如二疎、またこれらの   

ものへ酵素を添加したもの等、次表のようで  

ある。  

試 験 実 施 方 法  
区分 処   】聖  法  
対照区  60■－70％含水糞無処理で乾燥する  

試朗区  含水率60％－80％のものと80％以上のものを原料とする  堆穣日数   

試鹸1区  稲わら混合区5％、10％、15％   12日雨   

〝 2区  鋸屑混合区10％～30％   〝   

〝 3区  乾煉鞠糞混合区5％、10％、30％   〝   

〝 4区  乾燥如衰20％バイチリン（110グ）   ／′   

実施描画   7月～8月  
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堆積は木＃の80仰l￥合0印lX，9感¢釈の底  

なLの箱をコンクリート床に設置して1基に   

対して、供託簸焚は約300kg前後を混合材   

科と交互または混合堆積したが、水分含景の  

高い泥状の水棲便でi土交互に思うようになら  

ず混合される状態をとらざるを碍なかった．  

含水率70～80％の糞では混合材科を四  

等分して四段とし、含水率80％以上の糞で  

は混合材料を四等分したものゝ1．5を底部  

に入れて堆積した。  

稲わらは10α几に切断したものを使用L、  

乾決斜光も大きな塊は砕いて使用した。  

鋸屑は日乾Lて使用した、それぞれの含水率  

は16％程碇のものであった。   

3、成績  

含水率70％”80％と80％以上の生触  

発にそれぞれ、稲わら、癒府、乾燥簸糞を混  

合堆積した、成続は次のようである。  

（り堆積絶好温旋の状況  

含水餐70”80％の生鵜先に稲わら1  

0Cmに切断したもの5％、鋸屑10％、乾晩  

酌恕5％、10％添加堆積L、含水芸臣80％  

以上の生短嚢には稲わら15鱒、鋸屑10％   

30囁、乾燥毎糞10％、30％、乾晩兢嚢  

20％、ノミイチリソ110グを添加して7－   

8月にあたって各区とも12日削堆模した場  

合の微酔湿倭の変化の状況を上、中、下の三   

段にわたって萌べた結束、温度の上昇は上部  

が早くしかも轟くなり、下部に降るほど遅く   

最高温舷も低かった、また添加量の多いほう   

が娘酵温度が高く上昇も早かった．  

添加材料別にみると稲わ．ら区か下部の温故   

の上昇が良かったが、これは底よりの水分流   

出が堆積した日よりはじまり過剰水分が速く   

減少したためと思われた。  

乾燥唐桑の場合は一成は水分を吸収するが   

その後托融解して水分を堆秩後3～＝］目に   

流出するようになり長いぬ洗出している。軌   

隠蔽」三も10」．・乞C以上忙は達じなかづ／こ。   

乾燥痘ゞきに已亨索を添加Lた場合も同様であ   

つた。  

鮨府の廃合は水分の洗出はなかったが、含   

水率80髄以上の生業で10％添加では棉聞＝   

濫底は低かった．．   

外気鮎は隋酵淑庭に特別の影啓はこの♭拙   

ではみられなかった。塘傾倒脛偲過と外気温   

の状況は、表1、2、のようである・  
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表1 堆積醸酵温慶の状況（CU）  



表 2  外気温湿産別日 数  

月別  7．15・－7．31   8．1”さ】   9．l′〉3 0  

17日翫   31日輯   30日間  

30C以上  16日31”38C  19日30′－37  11日30・－31  
最高気温  

〝 以下   1日2 7   12日2 4－29  19日19”29  

20C以上  14日20－22   19日20′・′27  
㌻最低気温  

〝 以下   3日18－19   2日19′〉   11日1l－19  

rl   1日30′－32  
10痔気泡   

9  26日18”2 9  

80憺以上   2日8l－86   9日82”9・暮  17E！8l・－95  

湿！左  〝 以下   6日61～67   18日62′・′79  12日61一－73  

60％以下   9E146－58   ・1日4 5′－56   1日59  

冊  9日   16日   7日  

・天候 嶺  6日   9日   8日  
l  

．雨   2日   6日   15日   

■、＼＼・月別   l0．1・－31   11．1′→30  
20七以上  23 日2 0－2 7   11日20・－2 5  

農高気温  
／′ 以7  8日16～19   】7日  9－19   

15Cl∵  15日15－19   OC以＿上  16日  5′－11  

最低気温  
〝 以‾  16日  5～11   OC以下   4日  0   

20C以  13日21・－2 5   15C以上  13日  15～20  
1（時気温  

／′ 以  18日11′－19   〝以下  17日  6′一15   

80与も長  11・日80～91   6日8 4－95  

湿櫨  〝 以  12日62－79   1引∃63′〉79  

60％以  8日36～51   10日33・－5 5   

晴‘   13日   17日  

天候  桑   9日   7日  

雨   9日   6日   
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（2）醸酵処理過程における変化  

堆積物の含水蝕ま堆横日数の増加にした   

がって粥べようとしたが思うよ1－うに武村が取   

れないので最終日に槽より全部取り出して混   

合し、出来るだけ平均化した部分を材料とし   

て水分量を測定した。アンモエアガスの測定   

は上部より穴をあけてその部位で測定した、   

12日周の挽横で含水峯70′一日0％台の生   

鼻糞では、禰わらと、鋸屑では生窺ぎ．号とほゞ   

同様かまたはより良い状諺となったが、含水  

稲わら区や乾晩知嚢区のように底より水分が   

流出する流出の状懇によって当然含水率に変  

化が生する訳でありまた流出した水分が昆虫  

の発生等環境汚染を播くととになり得る。堆  

概物の含水率と、アンモニアガスの発生状態   

Iま、表3のようである。  

堆機中の高さは次窮に低くなり謝辞材料の   

多い程その変化が大きい、鋸厨区の変化が少   

なかったのは水分流出のなかったためと思わ   

れろ、その状態ほ、乗lのようである。  

寮80？h以上では良い結果は得られず、添加   

牽を多くした鋸屑区が良かったのみであった  

表3 堆積物の含水率とアンモニアメブス発生状態  

区 分  混合割合   含水峯  2（）日日  併   考   
アン’モニ‾ア  

掃 わ ら   5％  68切  1日日より所出   

不  能  

15   BO～以上  72％  

10  70～BO  61」あ  

オ ガ 屑  10  80～以上  77冤  

30  80－以上   65％  
二／モエア  

5  70－80  3日日より締出  
100PPm  

乾燥  15％  

10  〝  
69％  

録糞  58％  
10  80・－以上  3日日〝  

68％  

55％  
30  〝  10PPm   

799b  
67％  

乾奈（＋  
80～以上  65％  2日目〝   

バイチリン   

証1 2 0 日目上部4m乾燥  

証2  2 0 日目上部3C机乾燥  
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表1 堆積中 の高さの変化  

区分   混合割合  水分含有率  閑始時  7日日   12日目   

59♭   70′－80   60C訊   50Cm   l霊珊  

稲わ ら  
15   80・－   10   30   2 5   

10   70・－80   60   52   50  

80′－   35   Z7   2 5  

80～   10   32   2 9   

30  

70′－80   85   75   7 0  

乾燥短宝   
56   30   2 5  

オ ガ屑             10            30             〇  70～80  50  35     】0            1C  8r）－          30  80－  85  75   7 0   

（3）処理癖苫の乾燥成績  

撞用乾燥機は、日工式N3型梯を使用し  

て、流紬量目盛（2）送風景目盛（9）によ  

つで乾燥托喫した持出、燃料（重油）の消斐  

憶、乾燥状況等を訴査した．  

仕上がり時両は堆覇したものは対照の生わ   

主一室と同様な時軋 またはそれより短かい時出  

で仕上がり、特托桝屏添加は乾陳も早く仕上   

がりの状態も良かつ／二。  

稲わら添加は、温飯機にかけることは、わ   

らが燃えるようになり乾触機にかけることは   

きけた方が賢明である。  

表5 堆積始喜一吉の 乾燥成績  

‖   仕上り  生糞  
区 分    混合割合  投入枚  消簸燃料  堆横日数   

水分含有率  時間   先晩盟   

乾燥麹まり‘   
10（殆   70′－80％  100kg   62分   45k伊   6．0ピ   12日  

3 0   80－  15   15．6   5．6   〝   

1巾   70′〉80  32   63．1   3．7   ／′  

力‾ ガ  
30   80－′90  33   65．0   ヰ．0  

稲わ   15   80～90  10   15   3．5   〝   

60  50   40   ゝ9  

64  100   36   10．9  

対照  
68  100   32   11．9  

54  10   ．16   3．5   
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（t）環樋におよぼす影啓  

環境把およはす影響としては、臭気蝿の  

発生等であるが、稲わら、乾燥穎ま宝添加し  

たものは、底部より水分が洗出し、それ紅  

組が発生しまた臭気も・掻く良策ではなかつ  

た。櫓よりの臭気の発生は上面が硬化する   

にしたがって臭気は減少し．たよう把感じら   

れた。全部取り出した時は各区とも臭気は   

あったが、耕屑添加区は上面よりの発生も   

全部取り出Lた時ももつとも少なかった。  

これは鋭屑確含有きれる揮搾性の成分によ  

り臭気が消きれて緩和されたと思われる。  

」二面の恥の租の発生も少なかった。  

総括と考察  

（1） 夏季の排泄きれた執政の処段方法とし   

て、便楷により取り放いがしやすい程度に  

予備乾険して、火力乾燥方式、または焼却  

方式に組みこむために、本試験を実施した  

（2）幾筋材料は稲わら、鋸屑、乾燥先着糞ノ）三   

種頼を使用したが、稲わらは長如両雄歓L  

て堆肥とするには良いと思われろが短期的  

に予備乾放として使用するには、火力乾簸  

では梨が儲膳しないうち把わらが乾煉し発  

火しやすくまた取り出し後も取り扱いが阻  

難であった。わらの切離をできるだけ組ま  

かくすれは水分の流出の両でも乾晩中また  

その後でも良いのかもしれない。  

鋸屑濾水分の流出もなくまた臭気や岨の  

発生も少なくもつとも適当な材料と思われ  

るが、都市近郊では入手するのが的難なこ  

とや、使用する前托良く乾燥させておかなけ   

れはならない欠点がある。臭気の減少が他の   

材料よりも優れていることは、臭気を吸着、   

もLまた揮癖性の成分により緩和するものと   

思われるので、杉、檜、のような木香の強い   

鋸屑が良いのでほないかと思われる。禾香の   

強い鋸屑と、そうでない洩居では織酵庄合に  

も差が生ずるのではないかと思われる、   

乾焼麹禁ほ賽痕農家として、もつとも手近   

の材料で長いのであるか、一‡kは水分を吸収   

するが、再よ王融解して水分を放出するので堆   

椚材料として使用するよりも乾肢機投入の際  

に軟便に混合Lて使用する方が良†、のではな  

いかと思われる。  

混合材料と；‘封更の含水率把よる．適正の混合   

率は充分忙検討し待なかったが、稲わらでほ   

含水率70－80ウちの如荒で15％－20％   

鏑層では10％、含水泰80－90％の数で   

は、稲わらで20～25サ、、鋸屑で20％程   

J迂で良いのではないかと思われる、稲わらは  

より潤まかく細斬L声方が良いと思われる。   

腫酵屯亡こは混合材料の多い鞋発熱の状態は   

良い。乾奴強姦さ曇は発熱の状態は患いこれは水   

分な吸収するが再び放出するため他の混合材   

料より空気の通りが悪くまた水分の発散が悪   

いために水分の過剰と通気の不良のために殆   

酔がしにくいためと思われる。したがって韓   

酵菌を添加しても効果があがらなかつた。乾  

燥宿料ま乾炊機は投入する際に混合〔水分を  

吸収きせ軟便を取り扱い良い状態にして使用  
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〔ビニールハウス利用の予備乾燥試験〕  

まえがき  

都市近郊における半輪の架便処熟まその   

臭気と昆虫類の発生源として開規を摸起し   

ているが、糞便処理托便櫓を使用する托は  

混合材科の入手の問題と臭気や昆虫発生の  

問題等は充分に解決され得ないから、これ  

を解決するため妊は周匪から隔程され在室   

内で行なう必要があるので、ビニールハウ  

スを利用することにした√．   

l、方法  

（1）ビニールハウスの構造  

ハウスの大きさは、5・l潤×2．7  

仇、軒崗1．8椚、扱高2．2〝l、木製  

で、ビニールは厚さ0．2脚、の竜のを  

張った、入口は1・2†托、のものでピエ  

ール張りノ）靡をつけ、入口の反対側の外  

に90×90×90仇、の木製の消臭槽   

を設髄し、下部より送風路を付けてノ、ク  

スの下部に通し童内把送風機を設匪した  

送風機は、大宮式B型を使用した。  

（2卜切替えし回教と海産が乾燥匿およばす  

影準  

切替えし回数と溢鑑が乾燥状態把どの  

ように影鞍するか詭べるため匡実施した  

区分と材料は、表■1のようである。  

する材料としては良いと思う。   

外気粗は簡詳駐掟に対して季節的の関係も  

あろうけれども影響はないように思われる。   

軟便を槽の内托堆模する関係上切替えしは   

困難であって、切替えしの影啓については調   

査が出来なかった。   

醗酵を盛んにして水分の減少をはかるため  

托は上部より底部にむかつて穴をあけて通気   

をはかろことが良く棟をさしこんで、その状   

態把より内部の乾駄状態を探知すると共に通   

気を良くするように心がけることが良い。   

火力乾燥機托よろ乾燥結果においてtま、1   

2別電1の予備乾晩で生鶏糞の含水率60％帯   

皮のものと、ほゞ同じような時蘭と燃料の消   

費で乾燥することが可能であった．  

以上三相類の混合材料では鋸屑がもつとも   

適当な材料であって床面に脱臭剤と混合して  

散布L水分の吸収剤として使用することが良   

いと思われ。また簡易な消臭槽の脱臭剤の混  

合材料に使用することも可能である。  

東京都のように牽烙農家が次第に市布地域  

に包含されて来ている状況の中では勅菓の取   

り扱い上より発生する臭気おも脱臭できる状   

況の下で取り扱う必要もあるので予備毛燥も   

ビニールノ、クスを利用して換気をはかるとと  

もに脱臭楷に導き入れる方法また乾燥ぁの臭   

気もこのような方法を取れは臭気の公等防止   

は出来るのではないかと思われるので、次後■   

ビニール ハウス利用の予備乾換法について試   

験を進めること－把Lたの  
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表1 区舟 と 材料  

区  切返回数  し 生 敦 里 と 状 態  切返L時期   

1日1閏  含水率7 5％   含水率78％   昼  1回   

9pX90×20150kg  90×90×10 80kダ  朝、夕 2回   

3匝l  バイチリン100伊散布  バイチリソ100伊散布  観‘昼夕3回   

（3）調査東日  

量内外の温変と湿度、堆積糞の礫酵藩主皮   

含水率、アンモニ7ガス．・簡易弟臭楷の脱   

臭効巣とそめ効果日数等である。  

2、成潰  

（1I隣喘慶の状鐙（サミスク「自記温湿度  
（   

酎による）  

室内外の湿湿度の観点は、表2のよう  

である。  

乗2  測点見取図  
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見 切返し1回 10．切返し2回 11．切返し5回  

12．地温深さ12d汀  

約27～30放で大きな変化はなかった0   

唯棟梁のも斗建変化は、四日目以降は、50   

皮以上に上昇し、一日の時胤的な変化は少な   

く、垂払の変化と関係は認められなかった。   

切替えし回教と醸酵温度の関係は、50庄巨以  

上（堆積後四日目）上昇した後ははゞ同じ温  

暖であるが、それ以前でキミ切返えしの少ない   

1区が高く、2回区、3回区はほゞ同じであ  

．舎外敵、．湿放と堆横甑湿度の変化を見る  

と室内は昼鰍ま、南側上部、中部、下部の   

慣忙やゝ轟い傾向がみられ、夜尚ではやゝ   

下部が高い傾向にある、垂内の南北を、比   

較すれは、7－9時の蘭では南側よりやゝ  

高い傾向であったがこれは測点の位置と、   

日当りの関係と、入口からの空気の流入の   

関係より発生したことゝ思われる。地温は  
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表5乾板とガスの発生変化（ガス測定弘上1叫  った。舎内外の湿乾は、降雨日は舎内が高   

く他の日は、舎内が低かった。窮二国の試   

鹸においては登内甑妊の変化と撚触鮭の  

変化状況は同じように堆括後四日目以降lま   

ほゞ同じようであったが、舞詳説虎住商贋   

より低く30駐台であった．，その変化の状  

況は、表3、表1、のようである。  

（2）乾燥鑑とアンモエアガスの変化状況  

7ノモニ7ガスは、北川式真空検知器を  

検知管は、B塑を使用Lた。  

糞の水分含有量を、堆積輌始時と四日日  

毎に測定した結束切返えし回数では1回序  

では四日目で、2、3回区より蕪かつたが  

八日目では逆に1同区が良くなった。  

窮二画の肇の荘惧状況は前回と兇なり切  

返えし回教が多い程、乾燥状態が良かった  

これは堆積の高さが前回の二分の一の10  

Cmであった、ために切返えしが充分にゆき   

とどいたためと思われる。  

アンモニ7ガスと、硫化水素ガスの測定  

は反転時に尖上10C珊のところで北川武美  

空法ガス検知器な使用して軌定した結束、  

区間に差がなく、勧化水素ガスは検知が出  

来なかった。  

第二回は、室内のアンモニ7ガス盤も堆  

横堤が少なかった、ため把検知し縛ろ澄も   

少たくなつ長と思われるし、したがって消   

臭槽の効果も良かったと思われる、  

その状況は、表5、のようである「。   

日  9．5  6   7  8   9  10  11   

7嘲スPnll   50  0  20  20  20  】0  10   

含水奉  7l  62  

極）   78  7・1  51  

＋          78  凹  月                                       反転1ロ  78                 ∴                  j61    ，19  
乾晩状況は堆積より7日向で、各区とも  

に50一路台に含水寒が低下した。磯顔が高  

さ、20用以上では切返えしは、一日一回  

が良く、切返えLは糞の表面が乾燥して変   

色してから反転した方が良いと思われた。  

（曳）簡易消臭槽の効東日数  

消臭構内に厚さ20C駅のもみ殻を入れ、   

これに5k虔の硫酸鉄（エフニック）を混合   

して下部より室内の空気を送風L、上部欣  

向かつて通過させ、消臭相前後で、了／モ  

ニ7ガスの柳定をした。三日刷は勅呆のあ   

ることが判明し、室内7ノ亀エアガス淡慶  

‘が低いと長期（7日廟）にわたつで勅臭が   

あるように思われる。表6のようである。  
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表ヰ 舎内外阻湿度と堆耕温度の変化  （15．9．5－9．11）  
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表6 簡易消臭槽の効果日数 （アンモニ7ガスPPM）  

R．   9．  
2 9  30  3   1  2  3   4   5   

消臭 前   30   90   90   12 0  100  1きO   BO   2 5   30   

後   0   80   弓 0   0  0  5  U   O   O   

硫酸鉄5k才  硫酸鉄5kg  
備考   もみ殻のみ  

混合  追加混合  

9月2日、反転直後130PPM、1時   

聞後に5PPMで消臭相中央部の消臭効果  

がないようなので、硫酸鉄5kダを追加混合  

し、中央部のもみ殻を周囲よウ5Cm高くL  

通気の平均化を図った，  

（1）換気を止めた状鷹  

9月2日、天候、暗、10時より送風機  

を止めて1時i■琶j30分後に、登内アンモニ  

7ガスを測定した。結果焚上10cmで、5  

00PPM、1〝l上で550PPM、l．  

8机上で350PPM。皐甑は、上部55  

戊、中部53庶、下部で50伏で、室内に   

入いれない状態であった．〕  

11時40分より送風機を鮨蘭した。  

盤内のアンモニアガスの濃度の低いのは  

室外からの流入空気により薄められて送ら  

れるためと思われる。  

脱臭楷を通過した空気の臭気は近くによ   

ると、やゝ灯ほう程度で、2mはなれてい  

るとはとんど、臭気はかんじられなかづた   

3． 要約  

ビニール′、ウスを利用しで軟便を罷免機  

や焼却機に投入しやすい状態までに予備乾  

燥を行うと、ともに取り扱い疇や乾燥途中に   

おける臭気も簡易な脱臭槽忙よりハウス内空  

気を脱臭Lて令外に排出Lうるか試みた。  

（1）切返えし回教と竜虎状態  

堆積の高さが20C肌と10Cmでは20の花   

では、切返えL回数が1回の方か乾燥度合が   

良く、10珊では回数の多い方が良かつた。  

これは堆横の高さが高くなる程切返えしが充  

分になるたあだと思われ声両が乾燥して変色  

した時に切返えすのが良いと思われた。  

（2）アンモニ7ガスの発生  

5．1爪×2．7鳳軒高l．8肌株高2  

・2mハウス内に総計150kgの生鞠莱を堆  

釈した場合．禽内アンモニアヤスは、換気肩  

を逓転中で多い時は32声PPMに連L、換  

気窟を中止した時は舎内で糞上10C仇のとこ  

ろで500PPM、Ilnで550、1．8m   

で35（）PPMとなり令内に入いれない程の  

状態であった、また総計240kgの堆積の場  

合は多い時で王50PPMであった。  

（3）簡易消臭楷の脱臭効果   

臭気を含んだ舎内空気を送風機で消臭楷  

陀送りこむと、舎内空気の7ンモニ7は外部  
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空気托より薄められて消臭槽に加。、ほ  

ゞ消臭きれることが判った、ガスの多い時は  

三日程度、少ない時は七日程度の効臭があ   

った。（翫軟鉄5k針一もみ殻20Cmの厚さ）  

（4）醸酵温ぬま20仇高で¢主功返えし回数が   

1回のものが高く、2回、3回ではほゞ同  

じであった。10αl高では堆枝の前半では  

l  

1’回切返えLが温度が高く、後半になると、   

2回、3回切返えしの配既が届く、立県度合  

の関連では後半に緋モの患い方が、乾燥産今  

が良い傾向にあると思われたハ  

ケージ下散布  消臭剤添加による堆積試験  

1、 バイチリンの散布時期に関する試験  

バイチリシ（好気性糸条儲）の散布を堆∵   

横時でなく、ケージ下托、25羽の排矢面   

戯を約3．3㌦モL340羽分の面積4ヰ  

．9㌦托、3．3正当り300タとし計4   

辱を散布Lて15ロ＝∃に除発して、ビニー   

ルハウス内に糞の状唐により、四段階托分  

けて堆赦して、1日2珂切返えしをして、  

7ンモエアガスの発生と乾晩状態を調査し  

た。  

成硫  

ケージ下の褒め状態は、バイチリンを  

散布Lても軟化流出な防止することは出  

来なかった。流出したところ托は七日目  

頃より、組の発生か見受けられた。乾晩  

の進行状況は前2同の結果と比較するこ  

とは、水分含有登、堆積の萌さに善があ   

るために適当ではないが含水墳が低く覇  

さが同じの場合でも乾性の進行が懸かっ   

た、これは雨天の日が多く湿度が傾かつ  

たことが影響していると思われる（15  

日間に降雨日10日尚）、醸両日数の多  

い時期でも高きな10伽以下にしておけ  

は泥状化l．た軟便も15日陶で詑臨機に  

入れやすい状腰恢なり－∴含水患わ低いも．■・  

のでは12日蘭で正常ゐ生鈎夷・よりやゝ  

低い状態となり、15日蘭七含水車・50  

％以下となった。ァソ塵ニ7カズの発生  

は、養挽の進行にともなって減少したが  

全体に少なかつぉ．ニ   

バイチリンの添加時期は、堆積時とケ  
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－ジ下に散布するとでは、ケージ下に散布  いと思われた。アンモニ7ガスと乾性の状態  

Lた方が7ン′モニ7ガスの発生が少なく良  気象は次のようである。  

竜’燥状態と7＝■シモ塵・アガス発生状態  

15   1仁   17   19   2 2   2 6   2・9   備   考   

良 好   70％  70   6 5   61   13  堆横面積  

糞の状態  
やゝ良   7、l  70   6．l   6   46   70×70×1∝邪  

水分含兇  
軟 化   79  74   71   6 7   5 5  

（殆  

泥状化   8l  7 7   72   6 9   61   70×70×牝鳳   

7ンモニアメわて（PPM  10  15   2 0   2 0   17   10  糞上IOCm   

項目  
天   殿高温度  最低温度  1（〕時湿度   

月  

915   典、 雨   31   2 2  25  81％   

l¢  ． 雨   2   2 0  22  9 5   

17   塾 小雨   2 4   20  2 2  9 5   

18   農、′j、雨   － 2 4   2 3  25  73  

19  町   2・0   19  20  94・  

10  録   2 5   19  25  65  

21  負   2 2   17  21  70   

22  冊   32   18  29  60   

2 3  雨   2 3   20  20  8 5   

24  雨   20   18  18  9 4   

2 5  雨   20 ●   2 0  20  9 5   

こ 26   虞、小雨   19   18  18  94  

2 7   晴   2 2   lJ  20  95  

2・8   塾   22   1吊  19  8 9  

29．  雨   21   18  20   94－      ‖   

才   
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2、キク（二価鉄）粉末散布試弊   

成潟1日1羽、120グの排衆量として5   

40羽、1日10・8極とし、生鶏糞15k伊   

にキク粉末1kダの割合で、2720才を1日   

目に散布し、3日日毎K同僚を散布し－15日   

日に除楽し、ビニ鵬ルハウス内K、1・2仇   

×3．5mX5C侃に堆積して1日2図研返え  

Lを行ない、乾燥状態と7ソモニ7ガス発生  

量を調査した。  

成敗  

ケージ下の軟便の泥状化流出することや、   

岨の発生を防止するととは出来なかった。乾  

燥日数は含水率の低いものは9日で、含水率  

75％前後のもので12日B4％のもので1   

5日で、正常の生勃発より低い含水状熊とな   

った、アンモニ7ガス発生も全体に少なく1   

2日目以降は乾燥の進行とともに減少した、   

その状況は次のようである。  

乾燥状態とアン㌧モニアガス発生状態  

8   9   12   15  堆桔黄塵   

費の宮水  A   7 0  6 5  5 5   12   40   49kク  

74  B   7 4  6 9  6 4   5 5   52   280  

畳陣）   

79  C   7 9  7 5  6 9   5 5   52   21f；  

8 4  工）  8 4  78  7 3   6 4   60   3 6   

アン車7ガス（PPM）   40  7   10   2 0   20   ‘l   4  糞ニヒ10C爪   

含水率の低いA放では9日、BC放で12日、D歓で15日   

で正常の生鵜焚より含水率は低くなった。アンモニ7ガスの   

発生は全体に少なかった。   

天候と気象の状況は次表のようである  

天候と気象の状況  
百計・喝旦  天候  最高温ま  最低混成  10時温度  10時湿度   
10．1   蟄   才，■1 17   19   ら■g   

2   ／′   22   15   21   68   

／′   2 二）   17   ltl   7 9   

4   雨  22   】5   18   9 0   

5  雨．農   1ご8   】5   18  7 9   

6   豊   2 7   12   2 2   80   

7   締   21   12   21   69   

R   酪   24   r5   2l   62   

q   ［賠   26   11   2 5   51   

10   蹄   2 Fl   16   2 4   83   

】1  ′卜 雨   18   18   1‘ミ   8 5   

12   雨   18   1（；   17   9l   

13  扱．雨   2 2   17   21   80   

1i   雨   20   17   17   94   

15   隋   2 3   16   22   官1   
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3、エフニック（硫酸鉄）の散布試験   

ケージ下除糞後2日目托g・6kg（100  

羽当り3．4kク）を散布し、さら托7日後に   

9・6kgの散布をし、16巨‖∃に集饗し、ビ   

ニールハウス内に1．2爪×l．5〝lX5Cm  

に堆積Lて上面把3・2kグを散布し1日2回  

切返えし、乾燥度合と7ン‘モエアガスの発生  

成繚  

糞の状態は、時期的影響が強く絆したと   

思われるが、糞の型状は、やゝ型崩れの状態   

で、泥状化することはなかった。乾燥の進行  

状態は含水率の低い（7l．5％）のものは  

11日76％のものは1－5日で正常の生駒糞   

より低い含水率までに低下した。アンモニ7  

状況を調査した。  ガスの発生は全体托少なかった。その状態お  

よぴ、天候、気象の状況は、次のようである   

乾燥状態とアン㌧電ニアガス発生状況  

含水薬  7（弓  71．5  G 9  

％   74．5  9．0  G 5   59．5   
アンモニ■ア  
ガス  

天候 と 気象状況   

月日   項目   天候  高温慮  最低温度  10時温度  10時湿度   
10．1i  雨   20   17   17   94％   

1 2 3   ▼   16   2 2   71   

1fi  晴   2 ニl   11   2 2   6 3   

17   雨   2 ヰ   15   15   9、l   

18  雨   16   16   16   82   

19  亀   19   13   17   7 3   

2 0  晴   19   6   16   塞 9   

21   冊   19   5   16   4 g   

22  棺   21   18   ヰ 3   

2 3  庸   2 3   7   21   

2 4  冊   2 5   11   2 2   

2 5  嚢   2 5   11   21   

2 6  負   2 5   19 2 3   

2 7  魚   2 5   11 11   

2 8  雨   21   9   11   4 3               6 3              7 0  
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4、五稚混合菌の散布試験  

（1）ビニールハウス内に堆積時散布  

生絢郭を、1区分70kgを7仇の高きに   

堆積L、無散布区と1％散布区、1．59も散   

布の、3区として菌の散布は下部に散布し1   

日1回の切返えしを行な？た。乾燥状態とア   

ンモニ7ガスの発生状況を湘査Lた。  

（2）成績  

堆積醸酵温度とアンモニアガス発生状態  

は各区ともに明らかな差は見受けられなかつ  

たが、乾燥状態は添加区ほ、とも把無添加区   

よりも乾燥の進行状態は良かったが、添加量  

においてほ多く添加し．ても効果はあがらなか  

つナニ。  

7、アンモニアガスの発生は添加区と触添  

加区より添加区の方が、やゝ良い状よう  

であって総体的托特別の傾向は見受けら  

れなかった。含水率の多いもの－が少ない  

ものより各区ともにガスの発重力ミ多かつ  

た。その状態は表1のようである。  

乗1アンモニ7ガスの発生状況（PPM）   

イ、乾燥の進行状態は10日日において含水  

率の72％－74喫■のものでは、ともに1  

％、1．5％無添加の贋に乾燥度合は良く   

74％含水率の無添加わものを除いて他は   

正常の生絹糞よりも含水率は低下した。療   

加区間でとも托19ち添加が1．5％添加よ  

りも乾煉藍合は良かった。その状態は、  

表2のようである。  

表2 乾燥状況  

区 分   鯛28日  11．2  

含水  J、打盈   5日目   

1％  

74   0．5   

0   74  73  67  3  70   

ロ  ・：72  59  19  14  70  
％  
72               Oi5   7■2・  5d  51  45  70  

0  ケ2∴  69  ．5a  護7  70   

ク、鱒概観酵温匿は含水率71％では各区間   

に大差ほ克く」1％区が期間を総体的にみ  

て低かちた、72％ゐ含水傲の区でほ、1   

％区が高く、1．5％区と無添加区ははゞ  

同じであった。乾燥度合との関連忙おいて   

は、72％のものでは抱酔温度が高かった  

1％散布区が良かったが。71％のものは  

温度の高かづた区が必ずLも乾曝匿合が良   

かつたこと咋はならなかった。その状態お  

よび天候、東泉は表3、1のようである，  
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表4■ 天候と 気象状況  表3 堆横温度の威・化  

月日  東隣  最高温匪  毅低湿度  10囁慶  10   

10．2  饅   25   6  12  87喫   

－ 30  冊倭  2p   6  l．7  ・44   

＝ 31  暗   19  5  17  3 6   

11． 1  塵   19‘   5  13  6 9   

つ  螢雨  1、9  5  15  6 g   

3  盈   20   5  15  69   

4  暗  20■   5■  17  6革   

5  贈   20   7  16  6 7   

6  酵   20   ユ1  17  68   

7  請   20   8  17  6 6   

5、玉穂混合菌のケージ下散布試験  

（1）ケージ下に3日間、堆摂した糞の上に】   

％，q．．・至鱒窄散布の三区に分けて10日   

分妄除糞しセビニールハウス内に1mX8   

0甲lX7C犯の木枠の上把、74％含水量の   

糞は二1％区111．3k臥－0∴5％区7   

l・7k夢、無添加区62．2k夢仁 72％含   

水の糞は、1％区62・5k9，0・5％区   

56．5収樵添加71．5kタを堆積して   

乾燥度合と7ンモニ7ガスの発生状況な訴   

。  

（2）成節   

ナン主ニ7ガス発生量は含水率の軌、（   

74％）ものでは各区把大差は認められな   

ふったが72％のものでは無添加区が添加   

区より一も多く、添加区間では大差がなかつ  

た。   

乾燥の進行状態は醸酵温度が堆概後の後期，  

の温度の高い区が乾晩度合ほ良くなり、療加．  

効果は現われなかった。乾隆状態は10～1   

3日間で平常の生掬糞とほゞ同じ含水率とな   

－1たい   

7、フ∵／モニ7ガス発生は74％区は72％   

区よりも発生が多く、添加区と無痍加区とで   

は大差がみられなかった、72％区は添加区   

は無添加区より約半食の減少をしている。そ   

の状態は 表1のようである。  
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表1 7 ン′ニモ ニ7 ガ ス 発生状況   

区分  区分  水分含燈  74％  
‖   

月日   1％区   05％  無  月日  1％区  0．5％   無   

11．10   2 0   10   100  11．17   5 0   50   50   

15   2 0   2 0   70  19   80   100   10 0   

15   5 0   5 0  80  写1   3 3 0   210   i5 0   

17   4 0   iO  80  2 3   200   2 00   20 0   

19  80  60  1（ミ 0  2 5   150   10 0   130  

2l   320  170   22 0  27  150   13 0   

2 9  18 0   2 5 0   5 50  29  10 0   10 0   150                       150   
証、11月21日発生傲の多いのは切返えし時に瓢定した。  

イ、乾燥の進行状態、7i％含水蜃糞は添加区は無添加区より良かったが、  

72％のものでは無療加区の方が良く療加効果はあらわれなかった、その  

状欝は、表2のようである。   

表2  乾倶状態  

含水峯  添加量  1日   5日目   10日目   13日目   20日目  期   間  

1・％   71ウも  70％   6 5   6 0  

0．5   7、l   69   6 2   5 6  13日間  

0．   74   72   G 7   6 3  

15日目  

1．1苑   72   68   62  50  5 4   

72  0．5   72   67   61   51   ヰ 7  20日閲  

72  0．   72   69   G 3   17   3 8   

74％のものは、0．5％琉加が他の区より   

やゝ高めであったが、1％添加区では8日目  

以降やゝ高くなって0．5％添加区とほゞ同   

じ陀なったが、無添加区はやゝ低めであった  

酵酵温贋と乾燥の進行状況との関連について  

ウ、醸酵温度は、72％のものでは、  

堆積後6日日までは、添加区が無添  

加区よりやゝ高いが、その後はほゞ  

同じよう把なり、12日目より無添  

加区が添加区よりやゝ高めであった  
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は堆積後の温隆が全期間把わたって高い程良  燥の状況と天候、気象は表3、表1のようで   

いのであろうけれども、後半の温度の高く続  ある。   

いた方が乾燥の度合がよいようであった（乾  

表3 酸酵温度の変化  

7 4 ％  7 2 ％  

1％  0．5   0   1％    0．5   0   

11．10   2 2   2 2   20  

11   2 0   21   2 0  

12   19   19   19  

13   2 0   18   15  

11   2 0   19   18  

15  20   18   17  

1fl  17   15  20  

17   13  15  15  24  21  2 4   

18   11   1l   1「Ⅰ  2 2 5   2 5   

19   17   lf；   17   2  2 7   2 5   

2 0   17   17   17   2 5  2 7   2 5   

21  1（弓   18   18   2 3  2 7   2 2  

22  15   15   18   18  2 5   2 0   

2 3   15  l15   18   1f；  18  18   

21   13   13   16   i5  15  14   

2 5   11   13   16   2 0  17  15   

2 6   13   13   15   18  18  17   

2 7   1ユ   11   15   18  18  17   

2 8   13   14   15   18  17  16   

2 9   13   13   13   17  1Iミ  1（ミ   
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表4 天候と気象  

月  日   天 候  最高温度  最低温度  10時温鮭  10時湿度   

11．10  璧   21   6   7   45％   

11   晴   21   7   17  45   

12  贈   20   14   3 3   

13  塵 階   19   6   1・暮   5 5   

ll  冊   2 2   6   29   47   

15  ′j、雨   2 5   6   6   84   

16  紹   11   0   6   5 5   

17  塵   11   4   10   7 き   

18  雨 傘   12   ∫ 5   11   8 6   

19  小 雨   16   11  12   9 3   

2 0   雨   16   11   12   9 3   

21   滑   21   11   21   3 ヰ   

2 2   階   2 3   14   17   6 5   

2 3  ・嬰   16   1l   12   9 3   

21  抒   11ミ   0   13   6 4   

2 5  贈   16   0   12   4 3   

2 6  塁′J、雨   11   5   10   79   

2 7  ∋魚   11   6   9   86   

2 8  暗   18   6   12   63   

2 9  拍   17   0   12   9 5   

30  阿   9   0   6   5 5   

（3）要約  

五種混合蘭の、消臭効果を知るために堆   

横時散布とケージ下に散布しその糞をピエ  

ール／、クス内把堆概して懇酵温故、乾燥状  

況、7／モエアガスの発生状態を的らべた   

結果な要約すること次のようである。  

7、堆積時添加では、その効果は、乾燥度合  

において無添加より良かつたが、アンモニ  

7ガス発生把は効果がみられなかったし、  

醸酵温度虻も明確な効果はみられらかった   

したがって乾涜度の良かったのも療加効果  
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であるかどうか、うたがわしいぐ  エ、含水率の高い糞が低い糞の堆横よりもア  

イ、ケージ下に散布場合の堆療糞では、7／  ンモニ了ガスの発生の高い傾向がみられた  

モエアガス発生に効果がみられたが、乾燥  オ、総体的に癖加効果が明確把判断し得ない  

度合についでは明確な傾向はみられなかつ  状態であった。  

ナこい   

ウ、添加愚把ついては、その差が認められな  

ウ、一「′二、  

一・184－   


